


第７章 

計画の実現に向けた取組 

 

 

本計画で掲げた「文化的でゆたかな中心拠点と安心して暮らせる拠点間の交流を公共交通ネットワークで

支える連携型のコンパクトな都市構造」の構築を推進するため、都市機能誘導区域内における生活利便施設

の維持・誘導、居住誘導区域内における一定の人口密度の維持・集積、各拠点間を結ぶ公共交通ネットワー

クの充実などを総合的に展開します。 

具体的な施策の実施については、地域の現状や特性に応じて、下記に示す体系で展開していきます。 

  

【目標とする将来都市構造】 

文化的でゆたかな中心拠点と安心して暮らせる拠点間の交流を公共交通ネットワークで支える 
連携型のコンパクトな都市構造 

【都市機能誘導に係る施策】 

●都市機能立地の環境整備 

●誘導施設の維持・誘導 

【居住誘導に係る施策】 

●まちなか居住の推進 

●地域環境の整備 

●子育て環境の整備 

●高齢者の安全な生活環境の整備 

【交通に係る施策】 

●公共交通軸の維持・強化 

●公共交通の利用促進 

【取組み施策】 

【基本方針】 

基本方針 1： 

都市の活力を高める都市機

能を向上させる 

基本方針 2： 

拠点の人口集積を高める 

基本方針 3： 

誰もが使いやすい公共交通

の利用環境を整備する 

基本方針 4： 

徒歩や自転車で移動しやす

い環境を整備する 

基本方針 5： 

自然災害に対応するために

安全性を高める 

基本方針 6： 

歴史的な魅力を活用した 

美しい都市環境をつくる 

















第７章 

計画の実現に向けた取組 

 

 

誘導施設の立地動向や住宅開発等の動向を把握するため、立地適正化計画区域内（都市計画区域内）

における開発・建築行為等を行う場合は、事前の届出が必要となります。

 

＜届出制度の対象区域＞

立地適正化計画区域内（都市計画区域内）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ▲届出制度の対象区域 

八女市 

都市計画区域内 

都市計画区域外 
居住誘導区域 

居住を誘導し、人口減少下に

おいても一定の人口密度を

維持する区域 

都市機能誘導区域 

医療・商業等の都市施設を維

持・誘導し、将来的にも一定の

サービスを確保する区域 

誘導施設 

都市機能誘導区域への立地を

誘導する都市施設 










